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上新田小「校長室だより」

次年度以降の「小中一貫教育」の構想（案）について

上新田小新校舎の建設工事は、建物の外観がほぼ立ち上がり、現在は建物内部の工事に入っています。

また、上新田小と上新田中では、４月より「小中合同研修会」（月１回以上）を開催し、小中の職員が一緒に小中一貫教育校の

開校に向けた準備を行っています。

本紙では、上新田における小中一貫教育の構想について、現段階での（案）を紹介いたします。

保護者や地域の皆様の思いを大切にしながら、「上新田ならではの小中一貫教育」を目指したいと考えております。

つきましては、本構想（案）につきまして、お気づきの点やご意見等がありましたら、遠慮なく学校までご連絡をいただきま

すと幸いに存じます。何卒、皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

上新田小・中学校の小中一貫教育の構想について（案）

１ 校訓 「協和・向上」

２ 学校の「教育目標」と～スローガン～

「心豊かで、たくましく、将来を生き抜く児童生徒の育成」
～ふるさとを大切に、夢を育む、みんなの『 （ 学校名：通称 ） 』～

３ 教育活動の基本的な考え方
◎ ９年間を見通した教育目標のもとに、小中の職員全員が力を合わせ、地域のよさ
や教育資源を生かした教育活動を工夫し、一人一人の児童生徒に「夢」を育みなが
ら、教育目標の具現化を図ります。

（１）小規模校のよさを生かし、「上新田スタンダード」をもとに、９年間を見通した
きめ細かな継続的な指導を行い、生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎
的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために
必要な思考力、判断力、表現力その他の能力を育み、主体的に学習に取り組む態度
を育てます。

（２）施設一体型小中一貫教育校のよさを生かし、異学年との様々な交流の機会を通し
て、上学年への憧れと下学年への思いやりの心を育て、豊かな心をもち主体的に学
ぶ児童生徒を育てます。

（３）地域のよさや教育資源を生かし、ふるさと上新田のよさに気づかせとともに、様
々な人々とのふれあいを通して、児童生徒に「自己有用感」と「夢」を育みます。

（４）「４（小１～小４）・３（小５～中１）・２（中２～中３）のステージ制」も生か
しながら、発達段階に応じて「主体的な学び」や「対話的な学び」、「協働的な学び」
を取り入れ、「思考力・判断力・表現力等」を育みます。

４ 特色ある教育活動
（１）確かな学力を育むための教育活動

・「上新田スタンダード」をもとにした学習指導
・基礎学力コンテスト（スキルタイム、レベコン）
・教師の専門性を生かした乗り入れ授業 …等

（２）小中一貫教育のよさを生かした教育活動
・９年間を通した人権教育を基盤とする生徒指導・特別支援教育の推進
・小中合同による運動会・体育大会、文化祭・学習発表会
・小の児童会と中の生徒会が連動した児童生徒による主体的な活動
・縦割り（異学年混合）の班編制による清掃活動 …等

（３）地域のよさや教育資源を生かした教育活動
・しんとみ読み語り ・稲作体験 ・座論梅の収穫 ・キャリア教育講演会
・茶摘み体験 ・菜の花プロジェクト（苗植え、種落とし） ・椎茸の駒打ち
・保育園での読み聞かせ ・地域探索 ・農業体験学習 ・職場体験学習 …等

 

※ 卒 業 生 に も 馴 染 み

あ る 校 訓 「 協 和 ・ 向

上 」 を 残 し 、 今 後 も

互 い を 大 切 に 高 め 合

う学校を目指します。

※ 将 来 、 ど ん な こ と

が あ ろ う と 、 生 き 抜

こ う と す る 人 を 育 て

たいと思います。

※「（学校名：通称）」

は 、 町 教 委 が 公 募 し

決定するそうです。

※ 上 新 田 独 自 に 発 達

段 階 に 応 じ た 知 ・ 徳

・ 体の到 達目 標（「 上

新 田スタ ンダー ド」）

を作成します。

※ 異 学 年 間 の 交 流 を

増 や し 、 憧 れ や 思 い

や り な ど の 気 持 ち を

高めます。

※ 今 後 も 、 地 域 の 皆

様 と ふ れ あ う 機 会 を

工夫します。

今 後 と も ご 支 援 、

ご 協 力 を お 願 い 申 し

あげます。

※小６と中３に加え、

Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ の ３ つ の

ス テ ー ジ の ま と ま り

も 生 か し 、 子 ど も が

活 躍 す る 機 会 を 増 や

し 、 主 体 性 や リ ー ダ

ー性を育てます。



５ ９年間の教育活動の連続性について

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
発
達 Ａステージ Ｂステージ Ｃステージ
段
階 《前期》 《中期》 《後期》

〔定着期〕 〔活用期〕 〔発展期〕
※学級担任制 ※段階的教科担任制導入 ※教科担任制

【教育目標】

「心豊かで、たくましく、将来を生き抜く児童生徒の育成」
～ふるさとを大切に、夢を育む、みんなの『 （ 学校名：通称 ） 』～

ふるさとのよさに気づき、「夢」を育むキャリア教育の推進
☆様々な人々とのふれあいを通した「自己有用感」の育成

※地域との関わりに気づく ※地域の理解を深める ※地域に貢献する

※自己と集団との関わりに気づく ※自己理解を深める ※自己を生かす
育
て しんとみ読み語り参加⇒⇒⇒⇒ 宿泊体験学習 修学旅行
た １／２成人式 イートン田んぼ稲作体験 職場体験学習
い 座論梅収穫 修学旅行 立志式、
資 小・卒業式 新富活性化
質 農業体験 プロジェクト
・ 地域探索 中・卒業式
能
力
と 「上新田スタンダード」
教
育 ※小学校入学（義務教育の開始）
活 知：《望ましい学習習慣の定着》
動 徳：《基本的な生活習慣の定着》
の 体：《体力づくり、健康教育、食育の推進》
連

続 ①基礎的な知識及び技能の習得
性

②知識・技能を活用し、課題を解決するために必要な力の育成
思考力、判断力、表現力等の育成

③主体的に学習に取り組む態度の育成

※発達段階に応じた「主体的・対話的・協働的な学び」の実践

〔進路相談・進路選択〕
学力調査 ⇒ 実力テスト ⇒高 校 入 試

※中学校卒業（義務教育の終了）

☆ 本（案）へのお気づきの点や
ご意見等がありましたら、是非、
校長までお寄せください。
℡３５－１０１７（上新田中）３５－１０１６（上新田小）

※ 小 学 校 入 学 時 （ 入

口 の 段 階 ） か ら 中 学

校 卒 業 時 ： 高 校 入 試

（ 出 口 の 段 階 ） で の

子 ど も の 姿 を イ メ ー

ジ し な が ら 知 ・ 徳 ・

体 の 学 び の 連 続 性 を

確保します。

※ 「 夢 」 を 持 つ こ と

自 体 が 、 生 き る エ ネ

ル ギ ー と な り 、 困 難

を 乗 り 越 え る 力 と な

ります。

※ 「 自 己 有 用 感 」 と

は 、「自分 が他の 人や

社 会 の た め に 役 に 立

つ と い う 自 信 」 の こ

と で 、 将 来 の 社 会 性

の 基 盤 と な り ま す 。

そ の た め 、 地 域 の

方 々 な ど 、 多 く の 人

々 と の 心 の ふ れ あ い

が大切となります。

※ 低 学 年 で は 、 学 習

や 生 活 の 基 盤 づ く り

と な る 「 ① 基 礎 ・ 基

本」の定着を重視し、

発 達 に 伴 い 、 基 礎 ・

基 本 を 活 用 し た り 、

応 用 し た り す る 学 習

（ 主 体 的 、 対 話 的 、

協 働 的 な 学 び ） の 機

会 を 増 や し 、 ９ 年 間

を通して「②思考力、

判 断 力 、 表 現 力 等 」

や 「 ③ 主 体 的 に 学 ぶ

態度」を育成します。

※ 左 表 中 の ① 、 ② 、

③ の 項 目 は 、 学 校 教

育 法 第 ３ ０ 条 に 示 さ

れる【学力の３要素】

です。

９ カ 年 を 通 し 、 知

・ 徳 ・ 体 の バ ラ ン ス

の と れ た 成 長 を 促 し

ます。


